
問
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
は
、
本
市
の
農
業
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
想
定
さ
れ
、
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
、
①
本
市
の
農
業
の
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。
②
若
手
農
業

者
の
育
成
対
策
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
①
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
や
減
少
、
担
い
手
不
足
、
農
産
物

の
価
格
の
低
迷
、
こ
れ
ら
を
要
因
と
し
た

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
抱
え

る
中
、
農
業
経
営
の
効
率
化
や
付
加
価
値

の
高
い
農
産
物
の
創
出
な
ど
、
農
業
の
競

争
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
農
地
の
利
用
集
積
を
図
り
、

経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
農
地
中
間

問
認
知
症
は
、
軽
度
認
知
障
害
の
段
階

で
発
見
し
、
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
で
、

症
状
の
進
行
を
阻
止
で
き
る
こ
と
か
ら
、

早
期
診
断
・
早
期
対
応
が
重
要
と
考
え
る

が
、
①
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。
②

医
療
従
事
者
以
外
で
も
手
軽
に
使
用
で
き

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
導
入
し
、
容

易
に
認
知
症
を
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
考
え
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
早
期
診
断
・
早

期
対
応
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
集

団
認
知
検
査
等
を
実
施
し
、
認
知
症
の
お

そ
れ
の
あ
る
方
に
は
早
期
受
診
・
早
期
治

療
を
促
し
、
予
防
が
必
要
な
方
に
は
認
知

症
予
防
教
室
等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

管
理
事
業
や
、
ミ
カ
ン
の
生
産
性
向
上
を

図
る
た
め
、
農
道
な
ど
を
整
備
す
る
農
業

生
産
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、今
後
に
お
い
て
は
、化
学
肥
料
、

農
薬
の
使
用
等
に
よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減

に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
六
次
産
業
化
及
び
地
産
地

消
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
②

県
や
農
業
団
体
と
連
携
し
、
就
農
希
望
者

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
青
年
就
農
給
付
金
制

度
に
よ
る
、
就
農
後
の
経
営
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
の
間
の
支
援
、
ま
た
、
営
農
力
の

強
化
に
取
り
組
む
農
業
者
が
行
う
、
農
業

機
械
や
施
設
導
入
な
ど
を
支
援
す
る
経
営

体
育
成
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

い
る
。
②
認
知
症
検
査
を
行
う
際
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や
簡
単
な
問
診
票
の
活

用
は
、
容
易
に
認
知
症
の
簡
易
判
定
が
で

き
、
医
療
受
診
へ
の
動
機
づ
け
と
な
る
こ

と
か
ら
、
早
期
対
応
が
求
め
ら
れ
る
認
知

症
対
策
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
集
ま
る
場
所

や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
業
務
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
の
早
期
発
見
が
可
能

な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
導
入

も
含
め
、
認
知
症
の
早
期
発
見
が
可
能
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
他
市
等
の

先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

霞
　惠
介

梶
　泰
久

本市の農業の強化に向けた
取り組みは

認知症の早期診断・早期対応のための
取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

地
場
産
業

(

農
業
）
の
取
り
組
み

認
知
症
の
早
期
対
応

日程 議員名 主な質問項目（太字掲載） 掲載頁

12
月
7
日

霞　　惠介 地場産業（農業）の取り組み、視覚に障害のある人の安心・安全 ４

梶　　泰久 認知症対策、認知症の早期対応、MCI、軽度認知障害 ４

渡部一二実 お産応援タクシー、高尾山古墳の保存と都市計画道路整備の両立 ５

加藤　元章 市立図書館のアウトソーシング化、行政改革の取り組み ５

髙橋　達也 市立病院の経営改善、スクールカウンセラーの中立性 ５

渡邉　博夫 地方公務員法、人事評価の活用、市民サービスの向上、人材育成 ５

加藤　明子 リノベーションまちづくり、ふるさと納税、市民協働と公民連携 ６

小澤　　隆 中学校・高校での模擬選挙、退職自衛官の採用 ６

12
月
8
日

長田　吉信 行政の個人情報の取り扱い、戸田地区の地域活性化 ６

城内　　務 障害者差別解消法、食料・農業・農村基本計画 ６

片岡　章一 消防団、マイナンバー制度 ７

山下富美子 障害のある人の雇用促進、福祉的就労促進の進捗、非常用電源の確保 ７

殿岡　　修 鉄道高架事業、クリーンセンターの管理状況 ７

12
月
9
日

江本　浩二 沼津市地球温暖化対策実行計画 7

水口　　淳 戸田地区のバス路線、戸田地区の振興、戸田小中学校の教育 8

川口　三男 子育て支援策、学校司書の全校配置 8

梅沢　　弘 財政見通し、人口ビジョンと総合戦略、第４次総合計画 8

第
三
回
（
十
一
月
）
定
例
会
で
は
、

十
七
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
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